
実
り
の
秋
も
終
わ
り
、
新
し
い
年
の
準
備

を
迎
え
る
時
期
と
な
っ
た
。

今
年
は
午
年
で
、
馬
の
よ
う
に
野
を
駆
け

抜
け
、
大
き
く
飛
躍
を
期
待
し
た
が
、
一
年

を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
全
国
各
地
で
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。

農
業
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
解
決
の
見
通

し
が
た
た
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
不
安
で
た
ま
ら
な

い
。
ま
た
、
一
年
間
、
農
作
業
に
精
を
出
し

た
が
、
米
価
下
落
の
発
表
に
、
生
活
設
計
の

見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
年
度
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業

が
始
ま
り
、
そ
の
中
で
遊
休
農
地
対
策
が
強

化
さ
れ
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
が
、
担
い

手
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
新
規
就
農
者
の
育
成

も
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

新
規
就
農
者
へ
は
、
資
金
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
他
に
、
栽
培
技
術
の
指
導
な
ど
が

必
要
で
あ
る
。
市
内
の
中
海
揖
屋
干
拓
に
、

く
に
び
き
農
協
が
、
担
い
手
支
援
の
拠
点
施

設
を
計
画
中
で
あ
る
が
、
こ
の
施
設
を
大
い

に
活
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

来
年
は
未
年
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る

が
、
ま
ず
は
、
穏
や
か
な
年
に
な
る
よ
う
に

と
願
う
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

 （
⻆
）

あ
ぜ
み
ち
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　「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」の提出時期が近づいてきました。
　農業委員会委員選挙の有権者は、毎年1月10日までに農業委員会選挙人名簿登載申請をしな
ければなりません。選挙人名簿は3月31日に確定し、その後1年間、委員の選挙や委員の欠員
が生じた場合に使用する大切な手続きです。申請書を提出されないと、選挙人名簿に登載され
ず、農業委員会委員選挙で投票することができません。

＜資格のある人＞
　平成27年１月１日現在で松江市内に住所があり、満20歳以上（平成７年４月１日までに生
まれた方）で、次の①～③のいずれかに該当する方です。
　①　10ａ以上の農地を耕作されている方
　②　①と同居する親族またはその配偶者で、年間おおむね60日以上耕作に従事している方
　③　10ａ以上の農地を耕作する農業生産法人の組合員、社員または株主で、年間おおむね60

日以上耕作に従事している方
＜申請書＞
　申請書は、10ａ以上の農地を耕作していると思われる世帯に、11月末に郵送しています。申
請書が届いていない場合は、農業委員会事務局（TEL 55-5223）または最寄りの支所へご連
絡ください。
＜締め切り＞
　平成27年１月10日（土）必着
　申請書を持参される場合は、平成27年1月9日（金）までにお願いします。
＜その他＞
　農地基本台帳の法定化及び地図情報の整備・公表にあたり、農家基本情報の調査を併せて行
いますのでご協力いただきますようお願いいたします。

選挙人名簿登載申請書の提出をお忘れなく！

人・農地プラン
★島根県の農業者の平均年齢は、７０歳！
 １０年後の農業・農村環境を維持するためには、どうしたらよいで
しょうか。 皆で、「人（担い手）」と「農地」について考えましょう！

★職員が地域の課題、今後の営農について相談に伺います！★
●問い合わせ●　　松江市農政課（担当：土江、平塚、田原）　TEL：55-5225  FAX：55-5246

農地中間管理事業
（集落営農組合の組織化、法人化）
※機構集積協力金（３ページ参照）

多面的機能支払交付金
中山間地域等直接支払交付金

松江市農山漁村地域活性化基本条例

【主な支援策】

農地を集め、大規模経営農家の育成を図
る。

集落環境の維持、農地の多面的機能の発
揮

集落の活性化活動（地域見守り活動、地
域農産物の高付加価値化、都市間交流）

松江市農業委員会だより【第29号】 （2）



貸付割合 Ｈ26・Ｈ27 Ｈ28・Ｈ29 Ｈ30
２割超 ５割以下 ２．０万円 １．５万円 １．０万円
５割超 ８割以下 ２．８万円 ２．１万円 １．４万円

８割超 ３．６万円 ２．７万円 １．８万円

０．５ha以下 ３０万円／戸
０．５ha超　２．０ha以下 ５０万円／戸

２．０ha超 ７０万円／戸

農地中間管理事業について
農地中間管理事業は農地中間管理機構（しまね農業振興公社）が中間保有する農地の貸借です。

松江市農政課　TEL 55-5223　FAX 55-5246

※予算に限りがありますのでご留意願います。また、制度の詳細については松江市農政課（TEL 55－5231）
までお問い合わせください。

●農地借入れの主な条件
・農業振興地域内の農用地等であること（市街化区域は含まず）。
・受け手が確保される見込みのある農用地等であること。
なお、県公社が借受後、おおむね２年を経過しても貸付を行う見込みがない場合は、契約を解除し、借入
れた農用地等を返還することとなります。
●主な利点
・機構集積協力金の対象となる場合があります。
・経営移譲年金の加算付年金の受給対象となります（１０年以上の設定が必要です）。
・複数の貸付者から借り受ける場合、県公社が中間保有することで貸借手続きの繁雑化が解消されます。
●注意点
・県公社から借受を希望される方は、県公社の行う借受公募の期間中に借受申請が必要です。１度申請す

ると２年間有効です。
・原則的に１０年以上の契約としてください。
・契約内容は賃借料での賃貸借、または無料での使用貸借に限ります（物納はできません）。
●主な流れ
①貸付を希望される方は松江市農政課までご連絡ください。
②県公社が農用地等の借入を行います。
③県公社が借受者の決定を行い、農用地等の貸付を行います。

１．地域に対する支援

①交付対象：市内の「地域」（集落・大字・小学校区など外縁が明確であること）
②交付要件：「地域」内の農地の一定割合以上が機構に貸し付けられていること
③交付単価：「地域」内の全農地面積のうち機構への貸付割合に応じた単価

左の単価（10a当たり）に機構へ
の貸付面積を乗じた金額を交付
（地域農業の発展に資する用途に
活用してください。）

地域に対する支援（地域集積協力金）

農地の出し手に対する支援（機構集積協力金）

２．個々の出し手に対する支援

①交付対象：機構に貸し付けることにより「経営転換・リタイアする農業者」または「農地の相続人で
農業経営を行わない者」 （※遊休農地の所有者は対象外）

②交付要件：全農地を10年以上機構に貸し付け、かつ、当該農地が機構から受け手に貸し付けられること
③交付単価：

①交付対象：機構の借受農地に隣接する農地（交付対象農地）について、「自ら耕作する農地を機構に
貸し付けた所有者」または「所有者が農地を機構に貸し付けた場合の当該農地の耕作者」

②交付要件：交付対象農地を10年以上機構に貸し付け、かつ、当該農地が機構から受け手に貸し付けられること
③交付単価：２万円／10a（Ｈ26・Ｈ27）、１万円／10a（Ｈ28・Ｈ29）、５千円／10a（Ｈ30）

※10a未満の自作地は残すことができます。

経営転換・リタイアする場合の支援（経営転換協力金）

農地の集積・集約化に協力する場合の支援（耕作者集積協力金）
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喜
之
さ
ん
が
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
農
作
業
を
手
伝

い
、「
い
つ
か
は
父
の
よ
う
に
農
業
を

し
よ
う
。」
と
思
い
な
が
ら
も
、
一
度

は
民
間
企
業
に
就
職
。
自
分
の
や
り
が

い
を
求
め
、
農
業
を
本
気
で
や
っ
て
み

よ
う
と
決
め
た
の
は
10
年
前
で
し
た
。

　

喜
之
さ
ん
の
決
心
に
、
父
の
三
喜
夫

さ
ん
は
、
一
緒
に
農
業
が
で
き
る
こ
と

の
う
れ
し
さ
と
、
天
候
な
ど
に
左
右
さ

れ
る
不
安
定
な
収
入
面
に
、
複
雑
な
気

持
ち
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
ず
、
農
業
の
基
本
を
教
え
る
た

め
、
三
喜
夫
さ
ん
が
師
匠
と
な
り
、
一

緒
に
農
作
業
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。

現
在
の
取
組
み

　

６
棟
の
ハ
ウ
ス
で
、
主
に
菊
と
ト
ル

コ
キ
キ
ョ
ウ
を
栽
培
、
ま
た
、
水
稲

２
・
４
㌶
と
野
菜
０
・
３
㌶
、
そ
ば
０
・

２
㌶
を
作
付
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
二
人
で
の
作
業
で
す
が
、

４
年
前
か
ら
、
ハ
ウ
ス
で
の
菊
と
ト
ル

コ
キ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
三

喜
夫
さ
ん
は
口
出
し
せ
ず
、
喜
之
さ
ん

に
任
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
に
責
任
を
持
っ
た
こ
と
や
、
結

婚
し
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、

喜
之
さ
ん
の
農
業
に
対
す
る
取
り
組
み

に
自
覚
が
芽
生
え
、
こ
れ
か
ら
の
方
向

性
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

喜
之
さ
ん
の
変
化
に
、
三
喜
夫
さ
ん

は
、
効
率
よ
く
作
業
を
す
る
た
め
の
時

間
管
理
を
助
言
、
失
敗
し
な
が
ら
で
も

一
人
で
、
納
得
の
で
き
る
も
の
を
作
っ

て
欲
し
い
と
期
待
し
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
目
標

　

農
作
物
は
、
お
客
さ
ん
へ
の
直
売

や
、
農
協
な
ど
の
市
内
の
産
直
店
舗
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
場
や
県
外
な
ど
販
路
拡

大
を
視
野
に
入
れ
、
収
益
性
の
高
い
生

産
を
め
ざ
す
た
め
、
技
術
を
向
上
し
、

品
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
二
人
の
目

標
で
す
。

　
「
私
に
頼
ら
ず
に
、
自
立
し
て
ほ
し

い
。」
と
、
厳
し
く
も
温
か
く
見
守
る

三
喜
夫
さ
ん
。

　
「
父
に
は
無
理
せ
ず
、
元
気
で
い
て

欲
し
い
。
父
が
、
農
業
以
外
の
や
り
た

い
こ
と
を
で
き
る
よ
う
、
早
く
一
人
前

に
な
り
た
い
。」
と
喜
之
さ
ん
。

　

親
子
同
士
で
意
見
が
衝
突
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
農
作
業
を
し
な
が
ら

の
会
話
は
、
農
業
を
教
え
、
学
ぶ
二
人

に
と
っ
て
、
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

親
子
で
農
業
を
す
る
姿
は
、
地

域
の
手
本
と
な
っ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
同
じ
町
内
で
頑

張
る
仲
間
と
一
緒
に
、
地
域
農
業

を
明
る
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

小川三喜夫さん（右）と喜之さん

親
か
ら
子
へ

~

明
日
に
繋
が
る
農
業~

竹
矢
町

小
川
三
喜
夫
さ
ん・喜
之
さ
ん
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中
海
に
浮
か
ぶ
大
根
島
と
江
島
と
い

う
２
つ
の
島
か
ら
成
り
立
つ
八
束
町
。

　

こ
の
地
域
で
、
伝
統
農
業
技
術
の
継

承
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
由
志
園
ア
グ

リ
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
（
門
脇 

豪
代

表
取
締
役
社
長　

従
業
員
６
名
）」
を

紹
介
し
ま
す
。

観
光
業
か
ら
農
業
に
参
入

　

関
連
会
社
で
あ
る
「
有
限
会
社　

日

本
庭
園 

由
志
園
」
は
、
八
束
町
で
観

光
日
本
庭
園
を
経
営
、
特
産
品
で
あ
る

雲
州
人
蔘
や
牡
丹
を
地
元
農
家
か
ら
仕

入
れ
、
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
の
不
足
に
よ
り
生
産
量
が
減
少
、
荒

れ
た
農
地
は
町
の
景
色
を
変
え
つ
つ
あ

り
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
、
島
の
歴
史
あ
る
牡
丹
と
雲

州
人
蔘
の
栽
培
技
術
の
伝
承
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。」
と
、
農
業
参
入
の
動
機
を
語
る

門
脇
社
長
。
さ
ら
に
、
町
の
景
観
の
保

全
や
地
域
農
業
の
生
産
量
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
平
成
21
年
７
月
、
新
会
社
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
取
り
組
み

　

約
４
㌶
の
圃
場
に
、
雲
州
人
蔘
と
牡

丹
、
蕎
麦
を
栽
培
。

　

特
に
、
雲
州
人
蔘
は
、
収
穫
ま
で
に

６
年
か
か
り
、
10
年
か
ら
15
年
は
連
作

が
で
き
な
い
と
い
っ
た
農
作
物
で
す
。

栽
培
方
法
は
門
外
不
出
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
町
の
雲
州
人
蔘
を
守
る
た

め
、
地
元
農
家
の
理
解
を
得
て
、
指
導

を
受
け
な
が
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
10
月
に
は
、
雲
州
人
蔘

の
加
工
・
販
売
を
行
う
施
設
を
建
設

し
、
伝
統
的
加
工
に
つ
い
て
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
昔
か
ら
の
技
術
に
、
新
し
い
技
術

を
融
合
さ
せ
た
栽
培
・
加
工
を
確
立
す

る
た
め
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。」

と
語
る
の
は
、
生
産
管
理
責
任
者
で
あ

る
渡
部
卓
也
取
締
役
。

　

ま
た
、
牡
丹
に
つ
い
て
も
、
地
元
農

家
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
年
間
を
通
し

て
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

門
脇
社
長
、
渡
部
取
締
役
と
も
、

「
栽
培
技
術
、
加
工
技
術
を
向
上
さ

せ
、
よ
い
も
の
を
つ
く
り
、
生
産
量
を

増
や
し
た
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
担
い
手
の
育
成
や
６

次
産
業
化
な
ど
を
進
め
る
に
は
、
島
を

活
性
化
し
、
島
の
伝
統
な
ど
を
守
っ
て

い
こ
う
と
す
る
会
社
の
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

大
山
や
三
瓶
山
の
火
山
灰
で
で

き
た
、
大
根
島
独
特
の
黒
ぼ
く

土
。
こ
の
土
壌
で
育
ま
れ
た
雲
州

人
蔘
と
牡
丹
を
守
る
、
由
志
園
ア

グ
リ
フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

島
を
活
か
し

　
　
　
島
を
守
る

由
志
園
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム株

式
会
社

松江市農業委員会だより【第29号】（5）



【田(水稲、大豆等転作も含む)の部】
締結(公告)された
地　　 域　　 名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）

借賃無料のデータ数
旧 松 江 市 全 域 7,800円 11,000円 2,500円 ８１７ ２７７
旧 鹿 島 町 全 域 11,600円 19,000円 5,000円 ４６ １４
旧 島 根 町 全 域 5,600円 6,000円 5,000円 ５ １２
旧 美 保 関 町 全 域 データなし データなし
旧 八 雲 村 全 域 4,300円 8,200円 1,900円 ３９ ７３
旧 玉 湯 町 全 域 6,800円 8,000円 4,500円 １２ ５４
旧 宍 道 町 全 域 6,500円 9,000円 2,400円 ５０ ５８
旧 八 束 町 全 域 データなし データなし
旧 東 出 雲 町 全 域 7,200円 11,400円 5,000円 ３１ １０
松 江 市 平 均 7,700円

【畑(普通畑)の部、樹園地含む】
締結(公告)された
地　　 域　　 名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）

借賃無料のデータ数
旧八束町を除く
松 江 市 全 域 4,700円 8,200円 2,000円 ４６ ７３

【畑(花卉・薬用人参)の部】
締結(公告)された
地　　 域　　 名 平均額 最高額 最低額 データ数 （参考）

借賃無料のデータ数
旧 八 束 町 全 域 データなし ６９

◉…………………松江市賃借料情報…………………◉
平成25年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準(10a当

たり)は、以下のとおりとなっております。この金額は平成２５年の実勢の集計値で拘束
力はありませんので、実際の契約の際には貸し手と借り手の両者でよく協議したうえで
締結してください。

　平成26年９月22日
松江市農業委員会　　

＊なお、松江市農用地利用調整委員会において、平成２７年作付の水稲賃借料について
は、大幅な米価下落等の影響を受けて減額する方向で申し合わせがなされています。

＊１　データ数は、集計に用いた筆数です。
＊２　「松江市平均」の平均額は、データ数による加重平均の値です。
＊３　賃借料を物納としている場合は含まれません。
＊４　金額は四捨五入し、100円単位としています。
＊５　利用状況が特殊なものは除外しています。

営農とくらしに役立つ農業総合専門紙を購読してみませんか。
◆毎週金曜日発行
◆購読料　月６００円（平成27年４月から７００円）
◆購読のお申し込みは　農業委員会事務局（℡５５ｰ5224）まで
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認
定
農
業
者
と
は
、
農
業
経
営
の
プ
ロ
を
目
指

す
農
業
者
自
ら
が
、
経
営
の
一
層
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
図
る
農
業
経
営
の
目
標
（
農
業
経
営
改

善
計
画
）
を
立
て
、
市
が
基
本
構
想
に
よ
り
地
域

の
担
い
手
と
し
て
認
定
し
た
農
業
者
で
す
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
等
低
利

融
資
制
度
や
経
営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
制
度
な

ど
の
支
援
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
５
年
後
の
目
標
と
そ
の

達
成
の
取
組
内
容
を
記
載
し
た
農
業
経
営
改
善
計

画
を
作
成
し
松
江
市
農
政
課
へ
申
請
し
ま
す
。
市

は
認
定
基
準
に
合
致
す
る
か
審
査
し
認
定
し
ま
す
。

【
認
定
基
準
】

・
市
の
基
本
構
想
に
適
し
て
い
る
か

　
　

具
体
的
基
準

　
　
農
業
所
得　
　
　
　
概
ね
４
０
０
万
円　

　
　
年
間
の
労
働
時
間　
概
ね
２
０
０
０
時
間

・
農
用
地
の
効
率
的
・
総
合
的
な
利
用
に
配
慮
し

　

て
い
る
か

・
達
成
で
き
る
計
画
か

　

な
お
、
農
業
経
営
改
善
計
画
作
成
に
あ
た
っ
て

は
松
江
地
域
農
業
再
生
協
議
会
担
い
手
育
成
部
会

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
松
江
市
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話　
５
５
―
５
２
２
５

　

◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

　

◆
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

　

◆
60
歳
未
満
の
方
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
　
老
後
の
た
め
の
積
立
年
金

　

農
業
者
年
金
は
、
自

ら
積
み
立
て
た
保
険
料

と
そ
の
運
用
益
で
将
来

受
け
取
る
金
額
が
決
ま

る
積
立
方
式
の
年
金
で

す
。

　

保
険
料
の
額
は
２
万

～
６
万
７
千
円
の
間
で

自
由
に
選
択
で
き
、
い

つ
で
も
見
直
し
が
可
能

で
す
。

　

加
入
期
間
が
短
く
て

も
、
保
険
料
を
増
や
す

こ
と
で
豊
か
な
老
後
に

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。公

的
年
金
な
ら
で
は
の
節
税
効
果

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
た

め
、
大
き
な
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
松
江
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
５
―

５
２
２
３
）

も
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

松
江
市
の
特
産
品
で
あ
る
西
条
柿
の
新
た
な
栽

培
者
を
育
成
す
る
取
組
み
と
し
て
、「
だ
ん
だ
ん

営
農
塾
」（
だ
ん
だ
ん
営
農
塾
実
行
委
員
会
主
催
）

で
は
今
年
度
か
ら
、
柿
コ
ー
ス
を
新
設
、
５
名
の

塾
生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
９
日
に
は
待
望
の
初
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

日
の
当
た
り
具
合
で
色
づ
き
に
差
が
あ
る
た
め
、

受
講
生
は
講
師
に
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
選
び
、

約
１
０
０
㌕
の
西
条
柿
を
収
穫
。
塾
生
は
、
３
月

ま
で
圃
場
実
習
と
経
営
経
理
の
基
礎
知
識
等
の
座

学
研
修
を
受
講
し
ま
す
。

　

だ
ん
だ
ん
営
農
塾
で
は
、「
柿
コ
ー
ス
」
の
他

に
、「
キ
ャ
ベ
ツ
コ
ー
ス
」
も
開
講
し
て
お
り
、

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
両
コ
ー
ス
の
塾
生
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
柿
コ
ー
ス
」
は
Ｊ

Ａ
く
に
び
き
園
芸

産
直
課 (

℡
５
５

―

３
０
３
３)

、

「
キ
ャ
ベ
ツ
コ
ー

ス
」
は
Ｊ
Ａ
く
に

び
き
中
海
干
拓
事

業
所
（
℡
５
２
―

６
６
１
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年金支給額（年額）の試算
加入
年齢

加入
期間

保険料月額
4万円の場合

保険料月額
6万7千円の場合

40歳 20年
男性 61.2万円 102.4万円

女性 52.2万円 87.4万円

50歳 10年
男性 28.0万円 46.9万円

女性 23.9万円 40.0万円
この試算は、65歳までの運用利回りが2.00％、65歳以降の予定利率が1.05％となっ
た場合の試算です。制度発足以降12年間の運用利回りの平均は2.53％、予定利率
1.05％は農林水産省告示により定められている率です。

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金
で
生
涯
所
得
の
確
保
を
！

「
だ
ん
だ
ん
営
農
塾・柿
コ
ー
ス
」

初
収
穫
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◆泥んこバレー
９月７日に竹矢町の上竹矢地区で、ハナエチ
ゼンを刈り取った後の圃場を利用したバレー
ボール大会が開かれ、泥まみれの熱戦が繰り
広げられました。大会の後は、圃場で収穫さ
れた新米のおにぎりをみんなで頬張りました。

◆稲刈りに挑戦
10月８日に鹿島町の佐太小学校の５年生17
人が、春に植えたもち米用の稲を刈り取りま
した。農業体験には、鹿島町稲作研究会のメ
ンバーが協力。この日も、メンバーの指導を
受け、鎌の使い方や稲の束ね方がだんだん上
手になりました。

◆松江市農林水産祭
11月２日の松江市農林水産祭に、農業委員
会は毎年恒例となった「しめ縄作り体験コー
ナー」を出店しました。大人も子どもも、農
業委員と一緒にしめ縄作りに大奮闘！できあ
がったしめ縄で、ぜひ良いお正月を迎えてく
ださいね。

冬
場
の
窓
辺
を
鮮
や
か
に
彩
る
シ
ク
ラ
メ
ン
が

店
先
に
並
び
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
時

期
に
な
り
、
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
り
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
に
続
き
天
候
不
順
と
な
り
、
８
月

の
長
雨
は
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。
ま
た
、
９
月
の
終
わ
り
に
は
御
嶽
山
噴
火
が

あ
り
、
心
痛
む
自
然
災
害
が
続
き
ま
し
た
。
松
江

市
で
は
、
日
照
不
足
の
影
響
を
受
け
、
当
初
、
水

稲
の
品
質
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

後
ま
ず
ま
ず
の
回
復
を
見
せ
平
年
並
み
に
近
い
作

柄
と
な
り
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
生
産
農
家
は
麦
の
如
く
踏
ま
れ
て

も
、
起
き
て
行
か
な
け
れ
ば
日
本
の
農
業
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
暗
い
話
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
松
江
市
が
生
ん
だ
テ
ニ
ス
の
ヒ
ー
ロ
ー
錦

織
圭
選
手
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
や
、
千
家
国
麿
権

宮
司
と
高
円
宮
典
子
さ
ま
の
ご
結
婚
を
、
み
ん
な

が
心
か
ら
祝
福
し
ま
し
た
。

来
年
こ
そ
は
・
・
・
と
誓
い
、
笑
顔
を
忘
れ
ず

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
）

松江市の柿の産地のひとつとして知られる本庄地区。地区では、主に西条柿が栽培されていま
す。この地区の枕木町に、樹齢450年以上と推定される高さ16㍍、幹周り3.76㍍の古木があり、
平成17年12月には、天然記念物として市の指定文化財に指定されました。所有者の松本昇さん
は、毎年、この古木からもたくさんの柿を収穫。合わせ柿や干柿用の生柿は、本庄にある「道の
駅 本庄」の特産品直売所へも出荷しています。松本さんは、「道の駅 本庄」の駅長も務めてお
られ、「道の駅」では、四季折々の地元の農産物を販売していますが、柿の季節は、甘い西条柿
や干柿が人気を集めています。
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一
夫
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あ
こ
れ

れ

「あさつゆ」は、環境に優しいインキと
再生紙を使っています。

ま
ち

話の
題
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